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労働 太郎 

住所 
〒〇〇〇－〇〇〇〇 

千葉県千葉市〇〇区〇〇 〇－〇－〇 

電話０４３（〇〇〇）〇〇〇〇 
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な

 
  しょうじ                       じろう 

△△商事 株式会社 （代表取締役 △△ 二郎） 

住所 
〒〇〇〇－〇〇〇〇 

東京都〇〇区〇〇 〇－〇－〇 

電話０３（〇〇〇〇）〇〇〇〇 

※上記労働者 
に係る事業 
場の名称及

び所在地 

  しょうじ         ちばえいぎょうしょ             さぶろう 

△△商事 株式会社 千葉営業所（営業所長 □□ 三郎） 

〒〇〇〇－〇〇〇〇 

千葉県千葉市〇〇区〇〇 〇－〇－〇 

電話０４３（〇〇〇）〇〇〇〇 

あっせんを求める 
事項及びその理由 

 △△商事株式会社千葉営業所で、営業社員として勤務していた

が、令和〇年〇月〇日に□□営業所長より、深刻な経営状況の下

の人員整理を理由に同年〇月〇日付けの解雇を通告された。 

 一度解雇を通告されたからには再び同社に復職するつもりはな

いが、このように突然の解雇により被った経済的困窮あるいは 15

年という長期間勤務した会社を納得のいかない理由で退職せざる

を得なくなった精神的苦痛を勘案し、これらの損害を賠償する額

として〇〇万円を△△商事株式会社に支払って欲しい。 

紛争の経過 

 令和〇年〇月〇日に□□営業所長より解雇通知された後、本社

の人事部長に連絡を取り、自分がなぜ整理解雇の対象者となった

のかその理由を尋ねた上で、できれば解雇を撤回してくれるよう

要請したが、聞き入れてもらえず、ひたすら営業所長の指示に従

うようにとのことであった。 

その他参考 
となる事項 

訴訟は提起しておらず、また、他の救済機関も利用していない。

会社には労働組合があるが、本問題は労使交渉で取り上げられて

はいない。 

令和〇年〇月〇日 
申請人 氏名又は名称   労働 太郎 

千葉労働局長 殿 
 






